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２０２４年 ４月 ７日 第４９０号

山岡 光広
甲南町森尻 16

℡ 86-2985

Fax 86-0415

岡田 重美
土山町南土山甲 78-15

℡ 66-0696

Fax 66-0696

西山 実
水口町本丸 3-28

℡ 62-3044

Fax 62-3044

各会派・無所属 討論 討論

主な議案に対する各会派の態度 賛成 反対
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令和６年度一般会計予算 市長 西村 慧 岡田 重美 可決 ● ● ● ○ 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和６年度国民健康保険特別会計予算 市長 木村 眞雄 山岡 光広 可決 ● ● ● ○ 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

甲賀市国民健康保険税を引き上げる条例改正 市長 木村 眞雄 山岡 光広 可決 ● ● ● ○ 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和６年度後期高齢者医療保険特別会計予算 市長 なし 山岡 光広 可決 ● ● ● ○ 〇 〇 〇 〇 〇 ○ ○ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和６年度介護保険特別会計予算 市長 中島 祐介 山岡 光広 可決 ● ● ● ○ 〇 〇 〇 〇 〇 ○ ○ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ケアマネの取り扱い件数を増やす条例改正 市長 中島 祐介 山岡 光広 可決 ● ● ● ○ 〇 〇 〇 〇 〇 ○ ○ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

特別会計予算1・事業会計予算4・条例改正18・一般会計補正予算２・財産の処分・契
約の締結議案など４件

市長 可決 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 ○ ○ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

若者のオーバードーズ防止対策の強化を求める意見書 木村 眞雄 可決 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 ○ ○ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

地方創生に貢献するサーキュラーエコノミーの一層の推進を求める意見書 田中 將之 可決 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 ○ ○ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

政治資金パーティを巡る裏金問題の真相解明を求める意見書 山岡 光広 岡田 重美 奥村 則夫 否決 〇 〇 〇 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 〇

能登災害復旧のためにも大阪・関西万博の中止・延期を求める意見書 岡田 重美 西山 実 田中 將之 否決 〇 〇 ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 〇

政府の責任で志賀原発の廃炉を求める意見書 西山 実 山岡 光広 西田 忠 否決 〇 〇 〇 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 〇

討論なし

討論なし

公明党自由民主党誠翔会
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共産党 凜風会

討論なし

２０２４年３月定例議会は、２月１６日開会し３月２２日に閉会しました。新年度予算を軸

に、39 議案が提案されました。日本共産党は、予算など６議案に理由を述べて反対。また議案

提案権を生かして「裏金問題の真相解明を求める意見書」など３件の意見書を提案しましたが、

すべて否決となりました。詳細は下記参照。…市議会ＨＰから録画を視聴することも可能です。

と
述
べ
る
に
と
ど
ま
り
ま

ࡋ
ࡓ
䣎
そ
の

䣍
⮬



興
会
の
あ
り
᪉
䣍
ᢞ
⚊
ᡤ

数
の
大
幅
削
減
計
画
等
の

課
題
や
問
題
点
を
指
摘
し

ࡲ
ࡋ
ࡓ
䣎

新
年
度
予
算
案
࡛
ࡣ
䣍

過
去
最
大
規
模
の
予
算
編

成
࡛
࠶
ࡾ
䣍
ࡑ
ࡢ
中
心
が

道
の
駅
あ
い
の
土
山
再
整

備
に
２０
億
円
等
大
型
施

設
整
備
事
業
が
多
く
を
占

め
て
い
る
こ
と
か
ら
䣍
大

切
な
税
金
は
市
民
の
暮
ら

し
・
福
祉
優
先
に
使
う
べ

き
と
質
ࡋ
ࡲ
ࡋ
ࡓ
䣎

一
般
会
計
予
算
に
つ
い

࡚
ࡣ
䣍
最
終
日
に
採
決
が

行
ࢃ
ࢀ
䣍
岡
田
議
員
ࡀ
䣍

補
聴
器
購
入
補
助
実
現
等

を
評
価
ࡋ
ࡘ
ࡘ
䣍
業
務
の

民
間
委
託
拡
大
䣍
コ
ミ
バ

ス
再
編
な
ど
問
題
点
を
指

摘
し
反
対
討
論
し
ま
し

ࡓ
䣎

所
で
の
≀
ရ
☜
ಖ
䣍
ே
ဨ

配
置
等
災
害
対
応
を
強
化

す
る
旨
の
答
弁
が
あ
り
ま

ࡋ
ࡓ
䣎

岩
永
市
政
の
評
価
と
課

題

ࡘ
࠸
࡚
䣍
市
長
は
就

任
時

１０
万
人
都
市
を
目

指
す
と
し
た
も
の
の
毎
年

人
口
減
少
が
進
ん
で
お

ࡾ
䣍
人
口
減
少
対
策
と
し

て
子
育
て
施
策
の
重
要

ᛶ
䣍

ᅜ
で
進
ん
で
い
る

学
校
給
食
無
償
化
に
ふ
み

だ
す
こ
と
を
求
め
ま
し

ࡓ
䣎
市
長
は
無
償
化
に
つ

い
て
は
国
が
進
め
る
べ
き

岡
田
議
員
は
能
登
半
島

地
震
か
ら
市
が
教
訓
と
す

ࡿ
ࡇ

䣍
大
規
模
な
地
震

が
発
生
し
た
際
ど
う
対
応

す
る
の
か
な
ど
問
い
ま
し

ࡓ
䣎
担
当
部
長
か
ら
初
動

時
の
的
確
な
ᑐ
ᛂ
䣍
㑊
㞴

３
月
定
例
議
会
࡛
ࡣ
䣍
市
長
の
施
政
方
針
に
対
す
る
各

会
派
の
代
表
質
問
が
２
月
２８
日
に
行
ࢃ
ࢀ
ࡲ
ࡋ
ࡓ
䣎
日
本

共
産
党
甲
賀
市
議
員
団
は
岡
田
重
美
議
員
が
代
表
質
問
に

ࡓ
ࡕ
䣍
災
害
に
強
࠸
ࡲ
ࡕ
࡙
ࡃ
ࡾ
䣍
政
治
と
カ
ネ
の
ၥ
㢟
䣍

平
和
の
ၥ
㢟
䣍
コ
ロ
ナ
と
≀
౯
㧗
㦐
ᑐ
⟇
䣍
ᒾ
Ọ
ᕷ
ᨻ
の

評
価
と
ㄢ
㢟
䣍
᪂
ᖺ
ᗘ
ண
⟬

の
６
項
目
に
つ
い
て
問
題

点
を
指
摘
し
な
が
ら
市
民
の
要
求
実
現
を
求
ࡵ
ࡲ
ࡋ
ࡓ
䣎

●高校卒業まで医療費無料化

県が「１５歳から１８歳までの医

療費助成」を実施することから、甲

賀市は自己負担分(１レセプト 500

円)を負担するため、高校生世代まで

入院・通院とも、完全無料化となり

ます。

●７５歳以上高齢者の健康診断拡充

長期入院・施設入所している人を

除いて７５歳以上高齢者に「受診券」

が届きます。平成２７年以降大幅に

制限されてきたため、日本共産党が

何度も問題点を指摘し、広域連合に

も厚労省にも要望してきました。

●加齢難聴者の補聴器購入に補助

加齢に伴う難聴者が補聴器を購入

する場合に、最大２万円の補助を行

う制度。但し市民税非課税世帯が対

象です。党議員団として何度も質問

を重ねてきました。山岡議員が「手

話言語・情報コミュニケーション促

進条例」を活用して支援するべきで

はないか、と提案したことから実現

への道を開きました。

質問する岡田重美議員


